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地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
住
民
に
最
も

身
近
な
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
に
は
、
自

己
責
任
の
も
と
に
政
策
を
立
案
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
町
村
合
併
は
、
地
域
の
浮
沈
を
左

右
す
る
大
き
な
分
岐
点
と
な
り
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
昨
年
、
市
報
の
中
で
４

回
の
市
町
村
合
併
特
集
を
組
ん
だ
ほ
か
、

合
併
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
結
果
な
ど
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
現
在
の
取
り
組
み
状
況
や
近

隣
６
市
町
村
の
概
要
な
ど
を
掲
載
し
、
合

併
に
向
け
た
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

国
で
は
、
市
町
村
合
併
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
」
（
い
わ
ゆ
る
合
併
特
例
法
）

を
平
成
７
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
基
づ
く
各
種
優
遇
措
置
は
、
17
年
３

月
31
日
ま
で
に
合
併
し
た
場
合
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
国
の

市
町
村
で
は
16
年
度
末
を
ひ
と
つ
の
め
ど

に
合
併
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
や
、
そ
れ
に
伴
う
人
口

の
減
少
は
、
担
い
手
不
足
や
地
域
全
体
の

活
力
低
下
と
と
も
に
、
福
祉
な
ど
の
需
要

の
増
加
や
税
収
減
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
が
増
加
す
る
一
方
で
収
入
が
減

少
す
る
と
い
う
状
況
の
な
か
、
一
定
の
水

準
を
保
ち
、
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
に
、
十
日
町
市
は
圏
域
の
町
村

と
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
す
で
に
圏
域
６
市
町

村
で
認
定
審
査
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
需
要
が
高
ま
る
た
め
、
更
な
る
連
携

が
必
要
で
す
。
環
境
対
策
で
は
、
ご
み
の

収
集
や
産
業
廃
棄
物
の
問
題
、
最
終
処
分

場
の
問
題
な
ど
広
域
的
な
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
す
で
に
家
庭
ご
み
の
収

集
・
処
理
は
川
西
町
・
松
代
町
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
生
涯
学
習

や
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
、
情
報

化
の
推
進
な
ど
広
域
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
場
面
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

国
・
地
方
と
も
財
政
状
況
は
悪
化
し
て

い
ま
す
。
近
隣
６
市
町
村
に
お
い
て
も
国

か
ら
の
交
付
税
収
入
な
ど
に
頼
る
財
政
力

の
弱
い
自
治
体
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
後
、
国
で
は
交
付
税
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
か
ら
、財
政
状
況
は
更
に
悪
化
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
県
内
一
人
当
た
り
の
地
方
債
の

額
は
約
40
万
円
で
す
。
ま
た
、
十
日
町
市

民
一
人
当
た
り
の
地
方
債
の
額
は
約
38
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
達
や
経
済

活
動
の
活
発
化
に
伴
っ
て
、
住
民
の
日
常

生
活
の
行
動
範
囲
は
す
で
に
市
町
村
の
枠

を
越
え
て
い
ま
す
。

十
日
町
圏
域
に
お
い
て
も
、
左
上
の
表

（
買
回
品
購
買
率
）
の
よ
う
に
、
周
辺
町

村
は
半
数
以
上
の
人
が
十
日
町
市
内
で
買

回
品
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

社
会
資
本
の
整
備
な
ど
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

受
け
手
と
コ
ス
ト
の
払
い
手
が
一
致
し
な

い
状
況
が
お
き
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
行
政
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

影
響
を
受
け
、
郷
土
を
支
え
続
け
る
一
人

ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
合
併
に
向

け
た
大
切
な
判
断
材
料
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
報
で
も
６
市
町
村
の
デ
ー
タ
な

ど
を
順
次
お
伝
え
し
ま
す
。

生
活
圏
と
行
政

地
方
分
権
と
行
政
改
革

広
域
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

●問合せ●

企画人事課新行政推進係

157‐3111（内線217）

厳
し
い
自
治
体
財
政
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合
併
特
例
法
の
期
限

合
併

※買回品＝服飾品・アクセサリー、時計・メガネ・家庭電気製品、
家具、文具・書籍、レジャー・スポーツ用品、玩具、贈答品など

６
市
町
村
情
報
の
紹
介

な
ぜ
今
、
市
町
村
合
併
な
の
か

合併特例法に基づく各種優遇措置

【特例措置】議会の議員の定数・在任に関する特例、農業

委員会の委員の任期等に関する特例、地方税の不均一課税、

地方交付税の額の算定の特例、地方債の特例　など

【財政支援】1合併前の支援：合併準備補助金、合併準備

経費に対する特別交付税措置、合併移行経費に対する特別

交付税措置2合併後の支援:公共的施設整備のための合併

特例債、基金造成のための合併特例債、合併市町村補助金、

合併市町村に対する包括的な特別交付税措置、普通交付税

算定の特例措置、合併直後の臨時的経費の普通交付税措置

６市町村で合併懇談会を設立

市町村合併は総論的な検討から各論的な検討が必要

な時期になってきています。

圏域６市町村（十日町市・川西町・津南町・中里

村・松代町・松之山町）では「十日町広域圏６市町村

合併問題研究懇談会」を立ち上げ、合併問題の調査研

究をすることになりました。この会では、市町村長・

議会代表による懇談会のほかに、助役・担当課長レベ

ルの「合併問題研究班」も設けて、具体的な検討を進

めていきます。

６ 市 町 村 の 概 要

資料：平成13年度新潟県市町村要覧から
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試
験
放
流
は
、
水
温
・
水
質
調
査
を
は

じ
め
、
サ
ケ
の
遡
上
調
査
な
ど
水
環
境
改

善
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
行
い
ま

す
。
期
間
・
流
量
は
昨
年
と
同
様
で
す
。

ま
た
、
放
流
量
増
加
に
よ
る
発
電
へ
の

影
響
を
補
う
た
め
、
水
が
豊
富
な
時
期
に

取
水
量
を
増
や
し
ま
す
。
こ
の
た
め
年
間

取
水
量
は
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
量
に
な

り
ま
す
。

水
温
が
上
昇
す
る
７
月
20
日（
海
の
日
）

か
ら
８
月
31
日
g
の
間
の
、
毎
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
６
時
間
、
放
流

水
量
が
増
加
し
ま
す
。
維
持
流
量
は
、
現

在
の
毎
秒
７
ト
ン
か
ら
平
日
は
毎
秒
10
・

13
ト
ン
に
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
毎
秒

22
・
65
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
試
験
放
流
で
は
、
宮
中
魚
道
・

十
日
町
橋
付
近
と
も
わ
ず
か
な
が
ら
水
温

が
下
が
り
、
一
定
の
水
温
低
減
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

サ
ケ
が
遡
上
す
る
10
月
１
日
c
か
ら
11

月
９
日
g
の
間
は
24
時
間
、
毎
秒
７
ト
ン

が
毎
秒
19
・
52
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

一
昨
年
、
清
津
川
２
尾
・
西
大
滝
ダ
ム

１
尾
だ
っ
た
サ
ケ
の
捕
獲
数
が
、
昨
年
は

そ
れ
ぞ
れ
13
尾
・
12
尾
と
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
中
魚
道
に
設
置
し
た
金
網
制
の

ト
ラ
ッ
プ
で
は
11
尾
を
確
認
し
ま
し
た
。

溯
上
が
多
い
年
と
少
な
い
年
が
あ
り
、
放

流
量
の
増
大
が
こ
の
結
果
と
結
び
つ
い
た

と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
サ

ケ
の
溯
上
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
も
国
土
交
通
省
で
は
、
試
験
放

流
に
よ
る
水
環
境
改
善
の
効
果
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
「
信
濃
川
中
流
域
水
環
境

改
善
検
討
協
議
会
」
で
報
告
し
ま
す
。

Ｕターン・Ｉターン
就職ガイダンスを東京で開催

製
造
業
、
運
輸
・
通
信
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
調

査
・
学
術
研
究
機
関

①
取
得
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
、
償
却
資
産
）
が
、

新
設
の
場
合
は
２
、
０
０
０
万
円
以
上
、
増
設
及
び

移
設
に
つ
い
て
は
１
０
０
万
円
以
上
（
３
年
以
上
の

賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
償
却
資
産
の
取
得
価
格
相
当

額
を
含
む
）

②
増
加
す
る
常
用
従
業
員
数
が
、
新
設
の
場
合
は
製
造

業
で
は
10
人
以
上
、
そ
れ
以
外
の
業
種
で
は
５
人
以

上
、
増
設
及
び
移
設
の
場
合
は
業
種
に
か
か
わ
ら
ず

５
人
以
上

③
公
害
発
生
の
恐
れ
が
な
い
こ
と

④
都
市
計
画
法
な
ど
の
用
途
地
域
の
制
限
を
超
え
な
い

こ
と

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除（
３
年
間
）

②
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付
（
常
用
雇
用
者
一
人
当
た

り
10
万
円
、
上
限
５
０
０
万
円
）

③
「
十
日
町
市
企
業
設
置
資
金
」の
融
資
資
格
付
与（
上

限
１
億
５
、
０
０
０
万
円
）

④
利
子
補
給
金
の
交
付
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な

ど
固
定
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
借
り
た
５
年
以
上

の
長
期
借
入
金
に
対
し
て
、
前
年
度
末
の
償
却
残
高

の
１
％
を
５
年
間
）

⑤
そ
の
他
便
宜
供
与

商
工
観
光
課
雇
用
促
進
室

1
57
│
３
１
１
１
内
線
２
６
６
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厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
な
か
、
特
に
市
内
の
既
存
企
業

に
対
し
て
一
層
の
雇
用
拡
大
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

十
日
町
市
企
業
設
置
奨
励
条
例
の
「
奨
励
企
業
」
指
定
要
件

を
７
月
１
日
か
ら
当
分
の
間
、
大
幅
に
緩
和
し
ま
し
た
。

奨
励
企
業
に
指
定
さ
れ
る
と
、
雇
用
促
進
奨
励
金
な
ど
の

各
種
奨
励
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

十
日
町
市
企
業
設
置
奨
励
条
例
の

「
奨
励
企
業
」
指
定
要
件
を

大
幅
に
緩
和
し
ま
し
た

対
象
業
種

指
定
要
件

奨
励
措
置

7月1日～

■日　時 ７月25日e午後１時～４時

■会　場 表参道・新潟館「ネスパス」

（東京都渋谷区神宮前4-11-7

103-5771-7711）

■参加企業 市内に事務所を有する企業

■問合せ 商工観光課雇用促進室

157-3111内線266

参加を希望される企業も募集しています

Ｕターン・Ｉターン
就職ガイダンスを東京で開催

十日町市に就職を希望している親せき・知り合いが
首都圏にいる人は、ぜひ一声かけてみてください！

市では、大学・短大・専門

学校などを来春卒業予定の学

生及び十日町市にＵターン・

Ｉターンを希望している社会

人を対象とした就職ガイダン

スを東京で開催します。

問
合
せ

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
７
月
20
日
か
ら
、
夏
の
水
温
上
昇
期
と
サ
ケ
の

溯そ

上
じ
ょ
う

期
に
、
信
濃
川
中
流
域
で
の
試
験
的
な
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

宮
中
ダ
ム
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
理
）
で
の
放
流
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策

室
1
57
│
３
１
１
１
内
線
２
７
０
ま

た
は
国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務

所
1
０
２
５
８
│
32
│
３
０
２
０

～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
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信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流
～　今年も実施します　～

信濃川の試験放流

本格的な夏を迎え、水の事故が増える季節に

なりました。

ＪＲ信濃川発電所では、河川での水難事故防

止のため、信濃川沿岸にダム放流警報用サイ

レンを設置しています。ダムの水を放流する

ときは警報しますので、早めに安全な場所に

避難してください。サイレンに気づかなくて

も、増水してきたらすぐに避難してください。

とりわけ、次の場合は増水が早いので、十分

注意してください。

▼台風などの集中豪雨で河川が増水し、ダム

から放流するとき

▼発電所の設備が故障し、浅河原調整池の余

水路から放流するとき

▼夏の水温上昇期（７月20日～８月31日）と

サケの遡上期（10月１日～11月９日）

子どもたちだけの川遊びは非常に危険です。

危険な遊びを見かけたら一声かけて、子ども

たちを水の事故から守りましょう。

試
験
放
流

夏
の
水
温
上
昇
期

水
環
境
改
善

サ
ケ
の
溯
上
期

減
水
区
域
�

宮中取水ダム宮中取水ダム�

西大滝ダム西大滝ダム�

宮中取水ダム�

西大滝ダム�

信濃川の増水に注意信濃川の増水に注意
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あの著名人が十日町のきものを愛用など…

きものに関する
粋な情報募集中

十日町ステージ「越後妻有交流館（仮称）」

内につくられる「きもの歴史館」の展示内

容を魅力的なものにするため、きものに

関する情報を募集しています。

「きもの歴史館」は、十日町きものの

展示だけにとどまらず、きものの文化・

伝統を市内外に語り継ぎ、きものの

着こなしや、きものの楽しみ方を

著名人のエピソードを交えて展

示・公開する情報発信拠点です。

現在・過去を問わず、きもの

に関するさまざまな情報を

お寄せください。

『
粋い

き

』
な
着
付
け
、『
通
』
な
着
付
け
に

つ
い
て
の
ご
意
見
。
ま
た
、
独
自
に

研
究
し
た
事
柄

募
集
情
報
そ
の
一

著
名
人
に
十
日
町
き
も
の
を
贈
っ
た
、
ま
た

お
買
い
上
げ
に
な
っ
た
な
ど
、
著
名
人
が

愛
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の

情
報
（
噂
程
度
も
可
）

募
集
情
報
そ
の
二

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
に
十
日
町

き
も
の
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
情
報

募
集
情
報
そ
の
三

き
も
の
を
着
用
す
る
の
に
必
要
な
、
帯
・
帯

締
・
帯
留
・
装
飾
品
な
ど
を
お
持
ち
で
、

展
示
の
た
め
の
貸
与
・
寄
贈
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
い
う
情
報

募
集
情
報
そ
の
四

明
石
縮
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
竹
久
夢
二

に
つ
い
て
の
思
い
出
、エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
。

ほ
か
に
十
日
町
き
も
の
に
関
連
す
る

情
報
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
情
報
そ
の
五

■企画人事課十日町ステージ準備室

本町６クロス10４階

157-3111 (内線597/598）fax 50-7052

e-mail  stage@city.tokamachi.niigata.jp

■十日町市博物館

西本町1 157-5531  fax 57-6998               

e-mail museum@city.tokamachi.niigata.jp 

お問い合せ・情報お寄せ先

きものきもの�
歴史館歴史館�

十日町市十日町市�
博物館博物館�

きもの�
歴史館�

織工房館織工房館�織工房館�

和　装和　装�
工芸館工芸館�
和　装�
工芸館�

十日町市�
博物館�

学習機能学習機能�

文化保存文化保存�産業振興産業振興�

学習機能�

文化保存�産業振興�

十日町きもの�
展示販売�

織と染めの体験�

十日町織物技術の変遷�
資料の展示・保存�

十日町きものの�
『粋』の変遷�

歴史の中で�
『どのように�
楽しまれたか？』�
そして�
『現代の楽しみ方�
とは？』�

十日町きものは『どのように作られたか？』�

十日町ステージと博物館の役割

─地域と文化の交流を考える─
人と地域をつなぎ、文化をはぐくんださまざまな道をテーマに、博物館講座を実施し

ます。この機会に知的好奇心を刺激し、学ぶことの楽しさを満喫してください。

平成14年度博物館講座

平成14年度博物館講座

■会　場＝博物館　

■参加費＝無料

■参加資格＝だれでも参加できます。興味ある

講座のみの参加もできます。

■講義時間＝毎回午後１時30分～３時30分

■申込み＝博物館に申込書を提出してください。（申込書は

博物館窓口に配置）電話による事前申込みもできます。

■問合せ＝博物館（157－5531）

川の中を
のぞいてみよう！信濃川

で水遊
び！子ども

博物館
パート

１

博物館と博物館友の会では、みんなで信濃川でカヌー遊びや川

の生き物などを勉強します。友だちをさそって参加しませんか。

■日　時＝７月29日b

午前８時30分（集合）

■集合場所＝博物館前

■会　場＝信濃川河畔　魚沼橋付

近（小千谷市岩沢）

■募集人員＝小学４～６年生

先着20人

■参加費＝1,000円

（保険、消耗品ほか）

■講　師＝雪国自然学校の皆さん

■持ち物＝昼食・水筒・水着・魚

とり網・ゴーグル・タオル・水中

履物（スニーカーなど）・雨具・

ビニール袋

■服　装＝運動着・運動靴・帽子

■日　程＝午前：観察

午後：水遊び、まとめ

■申込み＝参加費を添えて申込書

を博物館に提出してください。（申

込書は博物館窓口に配置）

■問合せ＝博物館（157-5531)

■お願い＝家の人とよく話し合っ

てから申し込んでください。申し

込んだ後で参加できなくなった場

合は早めに連絡してください。

期　日

７月27日g

８月３日g

８月10日g

８月17日g

講　　　師 テ　　ー　　マ

丸 山 克 巳 先 生
（前十日町情報館長）

内　　　　　　容

妻有の大動脈善光寺街道の往来から見えてくる
庶民の旅と地域交流の諸相。

越前における織物産業を例に、技術の伝播と文
化の広がりを検証します。

信越間の物資輸送に重要な役割を果たしたボッ
カ・牛方の実態にせまる。

島国日本の海上ルートに視点を当てて、交易と
交流を見直してみると…。

善光寺街道を行く人々

織物技術の伝播
ぱ

を追って

塩の道を歩く

海上の道～交易と交流～

坂 本 育 男 先 生
（福井県立博物館学芸員）

土 田 孝 雄 先 生
（糸魚川市文化財保護審議委員）

藤 本 　 強 先 生
（國學院大学教授）
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第21回十日町小唄日本一優勝大会

７月７日a、第21回十日町小唄日本一優勝大会がクロス

10で行われ、県内外から参加した84人が自慢ののどを競い

ました。審査の結果、男性の部では中村正喜さん（栃尾市）、

女性の部では若瀬弥生さん（東京都）が優勝に輝きました。

史上最年少（28歳）で総合優勝にも選ばれた若瀬さんは、

「十日町小唄は唄えば唄うほど難しさが出てきます。十八番

として唄い続けたい」と日本一の喜びを話していました。

十日町市児童館開設

７月１日b、勤労青少年ホーム内に「十日町市児童館」が

開設されました。児童館では、月～土曜日の午前９時～午後

５時まで、常時２人の指導員が遊びの指導や育児・保育相談

などにあたります。

指導員の一人、沢津こずえさんは、「楽しいおもちゃや珍

しいおもちゃがいっぱいあります。たくさんの親子や小学生

から来てほしいです」と積極的な来館を呼びかけています。

７
月
４
日
e
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
で
災
害
救
助
犬
十
日
町
（
西
方
真
代

表
）
が
災
害
救
助
犬
の
夏
季
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
倒
壊
家
屋
や
森
の
中
で
の

遭
難
者
の
捜
索
訓
練
で
は
、
救
助
犬
な

ら
で
は
の
き
ゅ
う
覚
を
披
露
し
ま
し
た
。

現
在
、
隊
員
８
人
、
ス
タ
ッ
フ
６
人
、

救
助
犬
５
頭
の
災
害
救
助
犬
十
日
町

は
、
防
災
無
線
情
報
や
家
族
な
ど
の
要

請
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
山
菜
採
り
の
行
方
不
明

者
捜
索
な
ど
に
出
動
し
て
い
ま
す
。

災
害
救
助
犬
夏
季
訓
練

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

■期間＝７月28日A～８月18日A

■制作会場＝十日町市総合体育館　

北側広場（西本町１）

■参加作家＝佐々木至・田村智義

渡辺　忍・渡辺尋志

みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室みんなでつくる彫刻教室

第８回
十日町石彫シンポジウム

■内　容　陶芸の土を使って自由につくります

後日、焼きあげます

■日　時　８月４日A 午前９時30分～午後２時

■会　場　総合体育館北側広場（石彫シンポ会場）

■参加費　無　料

■申込み　７月29日Bまでに事務局へ

制作者　佐々木至

制作者　田村智義

制作者　渡辺尋志

制作者　渡辺　忍

■事務局＝社会教育課（公民館本館内）

157－5011

石彫シンポ作家展

■期間＝８月３日G～18日A

■会場＝情報館ギャラリー

石彫シンポ作家展
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勤
め
は
じ
め
た
こ
ろ
、
休
み
は
月
に
１
・

２
日
し
か
な
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
反
物
の
値
段
が
上
が
り
、
給
料
も

う
な
ぎ
の
ぼ
り
で
し
た
。

働
き
始
め
て
10
年
が
経
ち
、
自
然
の
流
れ

で
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

加
工
絣
が
全
盛
で
、
会
社
が
絣
く
び
り
と
加

工
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
そ

れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
の
仕
事
を
そ
っ
く

り
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
非
常
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。最
盛
期
は
寝
る
暇
も
な
く
、

仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
日

中
働
い
て
、
さ
ら
に
夜
な
べ
を
し
て

も
間
に
合
わ
な
い
く
ら
い
で
し
た
ね
。

織
物
が
落
ち
込
み
始
め
て
か
ら
は
、

仕
事
量
も
減
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

50
年
代
、
10
反
単
位
だ
っ
た
一
つ
の

柄
の
注
文
が
、
今
は
半
分
で
す
。
本

物
志
向
と
い
う
流
れ
の
な
か
、
時
代

に
逆
行
し
な
い
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ

手
作
業
で
進
め
て
い
ま
す
。

一
番
残
念
な
こ
と
は
、
機
屋
の
倒

産
が
相
次
い
だ
こ
ろ
に
腕
の
い
い
先
輩
や
同

僚
が
こ
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
絣
く
び
り
で
は
食
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

絣
く
び
り
は
細
か
い
仕
事
で
目
が
疲
れ
、

体
力
が
必
要
で
す
。
毎
日
や
っ
て
い
な
い
と

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
ね
。

今
年
度
の
住
民
健
診
か
ら
、
血
圧

の
判
定
基
準
に
次
の
大
き
な
２
つ
の

変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

①
正
常
血
圧
値
が
「
最
大
血
圧
１
３

０
m
未
満
、最
小
血
圧
85
m
未
満
」

と
低
く
な
り
ま
し
た

②
重
症
度
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
高
血
圧
の
レ
ベ
ル
を
３
段
階

に
分
け
ま
し
た
（
下
表
参
照
）

こ
れ
は
、
日
本
高
血
圧
学
会
が
、

「
血
圧
を
正
常
血
圧
値
に
保
て
ば
、脳

卒
中
や
冠
動
脈
疾
患
（
狭
心
症
・
心

筋
梗
塞
な
ど
）
を
併
発
す
る
危
険
性

が
少
な
い
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た

め
に
は
軽
症
の
う
ち
か
ら
高
血
圧
の

治
療
を
始
め
る
こ
と
が
大
事
」
と
し

た
、
外
国
の
疫
学
調
査
を
参
考
に
決

定
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
市
の
住
民
健
診
結

果
で
は
、
「
40
歳
代
の
、
最
大
血
圧

１
４
０
m
以
上
ま
た
は
最
小
血
圧
95

m
以
上
」
の
割
合
が
、
女
性
は
約
12

人
に
１
人
な
の
に
対
し
、
男
性
は
約

４
人
に
１
人
と
、
男
性
の
高
血
圧
予

備
軍
の
低
年
齢
化
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
原
因
疾
患
の
第
１
位
は
脳
血
管

疾
患
で
す
。
性
別
で
は
「
男
性
の
４

割
」
、
年
代
で
は
「
40
〜
60
歳
台
の

約
半
数
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
が
き
っ
か
け
で
痴
ほ
う
や

寝
た
き
り
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
若

い
う
ち
か
ら
血
圧
管
理
が
重
要
で
す
。

血
圧
は
、
食
事
や
運
動
、
精
神
面

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、

普
段
か
ら
自
分
の
血
圧
値
を
健
康
手

帳
な
ど
に
記
録
し
、
知
っ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

気
に
な
る
こ
と
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
分
の
血
圧
に
関
心
を
持
と
う

高
血
圧
と
市
民
の
健
康

血
圧
の
判
定
基
準
が
変
更

さ
れ
ま
し
た

あ
な
た
の
血
圧
は

正
常
値
？

4

東
京
の
大
学
を
卒
業
し
、
４
月
か
ら
吉
田

中
学
校
で
国
語
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
が
、
素
朴
で
素
直

な
生
徒
が
多
く
、毎
日
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

教
師
を
目
指
し
た
の
は
、
学
校
や
子
ど
も

が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
好
き
な
野
球
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
自
分
自
身
も
成
長
し
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
時
代
に
軟
式
野
球
の

全
日
本
代
表
候
補
に
選
ば
れ
た
経
験
を
い
か

し
、
雪
深
い
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
に
も
努
力

次
第
で
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

感
じ
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

週
末
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
野
球
を
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
レ
ベ
ル

が
高
い
チ
ー
ム
な
の
で
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
先
日
、

国
体
県
予
選
の
準
決
勝
で
完
敗

し
ま
し
た
。
悔
し
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
っ
て
、

県
代
表
に
な
り
た
い
で
す
。

野
球
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
す
ば
し
い
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
日
も
早
く
正
式
な
教
員
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
東
京
六
大
学
リ
ー
グ
な
ど
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
選
手
を
育
て
ら
れ
る

指
導
者
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

高橋直哉さん
1978年生

吉田中学校講師

庭
野
茂
樹
さ
ん（
島
）

も
っ
と
機
に
目
を
向
け
て
、
特
に
子
育
て
を
終

え
た
女
性
な
ど
は
機
織
り
を
お
ぼ
え
て
ほ
し
い

で
す
。
織
子
が
い
な
い
と
、
こ
っ
ち
の
仕
事
も

成
り
立
た
な
い
で
す
か
ら
ね
。

今
は
野
球
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん

青
春

リ
レ
ー

先月の阿部直子さんからバトンタッチ。88

四

昭
和
18
年
生
ま
れ
の
58
歳
　
昭
和
34
年
、
庭
野

加
工
に
就
職
　
昭
和
46
年
に
独
立
し
、
絣
く
び

り
工
程
を
専
門
に
扱
う
　
昭
和
60
年
度
、
十
日

町
絣
染
色
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

ちょっぴりお調子者でちょろすけ、でも甘え上手の拓夢ちゃん。面倒見

がいい姉の愛
ま

友
ゆ

ちゃん（５歳）の後について、いつもお姉ちゃんのまねを

しています。ミニカーよりも新幹線よりも機関車トーマスが大好きです。

うえはら　たくむちゃん　２歳　川治下町第１

上
原
　
拓
夢
ち
ゃ
ん

血圧判定区分�
血圧とは、動脈の中を血液が通るときの圧力です。�

収
縮
期
血
圧
（
最
大
血
圧
）�

（2000年日本高血圧学会）�

80

正常血圧�

正常高値血圧�

軽症高血圧�

中等症高血圧

中
等
症
高
血
圧

�

重症高血圧

重
症
高
血
圧

�

中等症高血圧�

重症高血圧�

至適血圧�

180�

�

160�

�

140�

130�

120

拡張期血圧（最小血圧）�
85 90 100 110（mmHg)

（mmHg)

し�てき�
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美
し
い
二
千
年
蓮
、
あ
じ
さ
い
と

「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
の
共
演

を
撮
り
ま
せ
ん
か
。
■
期
日
＝
７
月

20
日
（
海
の
日
）
※
小
雨
決
行
■
会

場
と
時
間
＝
弁
天
池
（
二
ツ
屋
）
‥

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
あ
じ

さ
い
公
園
（
落
之
水
）
‥
午
前
11
時

〜
正
午
■
参
加
費
＝
無
料
■
問
合

せ
＝
十
日
町
市
観
光
協
会
（
1
57
│

３
３
４
５
）

特
別
料
金
で
利
用
で
き
る
観
光
タ

ク
シ
ー
で
、
あ
じ
さ
い
・
二
千
年

蓮
・
き
も
の
・
そ
ば
・
博
物
館
な
ど

の
市
内
観
光
名
所
を
ゆ
っ
く
り
周
遊

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
■
運
行
日
＝
11

月
30
日
g
ま
で
（
予
定
）
■
料
金

（
３
時
間
１
台
あ
た
り
）
＝
▼
小
型

（
４
人
乗
り
）
７
、
０
０
０
円
▼
中

型
（
５
人
乗
り
）
８
、
０
０
０
円
▼

大
型
（
９
人
乗
り
）
１
０
、
０
０
０

円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市

観
光
協
会
（
1
57
│
３
３
４
５
）
十

日
町
タ
ク
シ
ー
（
1
52
│
３
１
８
４
）

十
交
タ
ク
シ
ー
（
1
52
│
３
１
４
６
）

明
石
タ
ク
シ
ー
（
1
57
│
３
３
６
０
）

昭
和
交
通（
1
57
│
５
５
７
６
）

ご
家
族
い
っ
し
ょ
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
■
日
時
＝
７
月
27
日
g
午

前
10
時
〜
11
時
■
会
場
＝
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
■
映
写
題
名
＝
ね
ず
み
く

ん
の
チ
ョ
ッ
キ
、
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く

り
も
の
■
入
場
料
＝
無
料
■
問
合
せ

＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
1
57
│
４

３
９
５
）

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
運

転
指
令
所
・
電
車
車
庫
を
は
じ
め
、

沿
線
の
各
駅
な
ど
を
ほ
く
ほ
く
線
十

日
町
駅
長
が
ご
案
内
し
ま
す
。
※
30

人
以
上
で
の
申
込
み
は
別
日
程
を
考

慮
し
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
９
日
f

午
前
９
時
20
分
（
集
合
）
〜
午
後
４

時
30
分
■
集
合
場
所
＝
ほ
く
ほ
く
線

十
日
町
駅
■
定
員
＝
先
着
80
人
■
参

加
費
＝
大
人
１
、３
０
０
円
、子
ど
も

８
０
０
円（
キ
ッ
プ
代
・
保
険
料
、
当

日
徴
収
）
■
そ
の
他
＝
昼
食
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
５

日
b
ま
で
に
、
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町

駅
営
業
開
発
室
（
1
50
│
１
２
５
１
）

「
じ
ん
肺
」
の
社
会
的
背
景
や
患

者
・
家
族
の
苦
し
み
、
そ
こ
か
ら
立

ち
上
が
る
姿
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す
。
■
日
時
＝
７
月
28

日
a
午
後
２
時
〜
３
時
35
分
■
会

場
＝
市
民
会
館
■
入
場
料
＝
１
、
２

０
０
円
■
問
合
せ
＝
映
画
「
人
と
し

て
生
き
る
」
中
魚
沼
地
区
実
行
委
員

会（
1
０
２
５
０
│
21
│
１
１
９
６
）

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
自
然
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
光
る

泥
団
子
も
作
り
ま
す
。
■
期
日
＝
第

１
回
‥
７
月
27
日
g
〜
28
日
a
、
第

２
回
‥
８
月
17
日
g
〜
18
日
a
■
会

場
＝
し
ら
ゆ
り
荘
（
六
日
町
）
■
参

加
費
＝
▼
宿
泊
者
‥
大
人
３
、
５
０

０
円
、
子
ど
も
２
、
５
０
０
円
、
幼

児
２
、
０
０
０
円
▼
日
帰
り
（
各
回

１
日
目
の
み
）
‥
一
人
１
、
０
０
０

円
■
定
員
＝
各
回
先
着
１
２
０
人
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
母
子

福
祉
い
つ
美
会
（
十
日
町
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
1
50
│
５
０
１
０
）

受
刑
者
の
更
生
・
社
会
復
帰
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
刑
務
作
業
製

品
の
展
示
即
売
や
矯
正
施
設
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
７

月
27
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、

28
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
展
示
即
売
品
＝
家

具
、
バ
ケ
ツ
な
ど
の
金
属
製
品
、
靴

な
ど
の
革
製
品
な
ど
■
問
合
せ
＝
新

潟
刑
務
所
企
画
部
門
（
1
０
２
５
│

２
８
６
│
５
６
２
６
）

「
家
庭
で
楽
し
む
夏
の
中
華
料
理
」

を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
25
日

e
午
後
６
時
〜
８
時
■
会
場
＝
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18

人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）■
参

加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
７
月
22
日
b
ま
で
に
、
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│
３
１

０
７
）

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
店
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
■
日
時
＝
10
月
31
日
ま

で
の
、
毎
週
日
・
木
曜
日
、
午
前
５

時
30
分
〜
６
時
30
分
■
会
場
＝
十
日

町
駅
東
口
■
出
店
料
＝
１
回
‥
３
０

０
円
、
シ
ー
ズ
ン
契
約
‥
５
、
０
０

０
円
■
問
合
せ
＝
ほ
ん
や
ら
洞
（
1

52
│
０
４
６
１
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
友
禅
染
め

体
験
、
お
も
し
ろ
館
で
の
無
料
ゆ
か

た
着
付
け
＆
メ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま

す
。
午
後
１
時
〜
３
時
に
庭
野
電
機

商
会
駐
車
場
で
行
う
「
ゆ
か
た
で
ピ

ン
ポ
ン
大
会
」
の
出
場
者
も
募
集
中

■
日
時
＝
７
月
13
日
g
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
■
問
合
せ
＝
青
山
商
店
・

鈴
木
（
1
52
│
２
１
９
１
）

県
教
育
委
員
会
主
催
の
講
座
で
す
。

県
内
主
会
場
の
講
座
を
情
報
館
の
テ

レ
ビ
で
視
聴
し
ま
す
。
12
月
ま
で
予

定
さ
れ
て
い
る
18
の
講
座
で
、
身
近

な
テ
ー
マ
を
県
内
大
学
の
講
師
陣
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
い
チ
ラ
シ
は
情
報
館
・
各
公
民

館
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
■
会
場

＝
情
報
館
■
受
講
料
＝
無
料
■
問
合

せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

素
材
と
表
現
「
伝
統
に
遊
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
、
素
材
感
と
表
現
力
の
育

成
を
目
的
と
し
た
研
修
を
行
い
ま

す
。
■
期
日
＝
７
月
下
旬
〜
11
月
下

旬
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
定
員
＝
先

着
15
人
※
受
付
は
７
月
16
日
c
〜
■

受
講
料
＝
３
０
、
０
０
０
円
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
57
│

２
３
２
３
）

中
条
第
二
病
院
の
須
賀
良
一
院
長

を
講
師
に
、「
痴
呆
予
防
最
前
線
〜
あ

な
た
の
脳
を
診
断
し
ま
す
〜
」
と
題

し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
■
日
時

＝
８
月
10
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
■
会
場
＝
老
人
保
健
施
設
き

た
は
ら
■
受
講
料
＝
２
０
０
円
（
資

料
代
ほ
か
、
当
日
徴
収
）
■
定
員
＝

先
着
30
人
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７

月
31
日
d
ま
で
に
、
中
条
病
院
医
事

課
（
1
57
│
３
０
１
８
）

■
期
日
＝
７
月
28
日
a
■
日
程
＝
①

救
急
救
命
法
の
講
義
と
実
演
‥
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
②
介
護
保
険

に
つ
い
て
の
講
演
と
質
問
会
‥
午
後

１
時
〜
３
時
③
懇
親
会
‥
３
時
〜
４

時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
市
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
■
参
加
費
＝
①

②
受
講
料
‥
無
料
③
懇
親
会
費
‥

１
、
０
０
０
円
※
昼
食
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
郡
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
・

林
（
1
57
│
１
９
７
４
）

市
報
５
月
10
日
号
17
ペ
ー
ジ
で
募

集
し
た
、
日
本
語
講
座
の
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
■
変
更
後
日
時

＝
毎
月
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
、
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
■
問
合
せ

＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

十
日
町
矯
正
展

弁
天
池
・
あ
じ
さ
い
公
園

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
撮
影
会

駅
長
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

ほ
く
ほ
く
線
駅
見
学
の
旅

周
遊
観
光
タ
ク
シ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
の

自
然
科
学
教
室

ふ
る
さ
と
朝
市
開
催
中

14
年
度
分
国
民
健
康
保
険
料
率
決
定

国
民
健
康
保
険
料
は
医
療
分
保
険

料
の
ほ
か
に
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
は
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者

と
し
て
介
護
保
険
料
も
あ
わ
せ
て
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
14
年
度
分
の
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
年
額
平
均
保
険
料
は
、
医

療
分
が
６
７
、
３
０
０
円
、
介
護
分

が
１
５
、
６
７
５
円
と
な
り
ま
す
。

医
療
分
保
険
料
は
、
13
年
度
の
決

算
見
込
み
で
加
入
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
黒
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
一

人
当
た
り
の
年
額
平
均
保
険
料
を
昨

年
度
よ
り
減
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
介
護
分
保
険
料
は
全
国
平
均
の

12
年
度
分
介
護
給
付
費
が
見
込
み
を

下
回
っ
た
た
め
14
年
度
分
か
ら
差
し

引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
度
よ

り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
通
知
は
７
月
15
日
b
に

発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係

（
内
線
１
５
５
）

世帯の国保料の合計＝A＋B＝175,700円�

■保険料率表（介護分）�

■保険料の計算例（介護分）�

■保険料率表（医療分）�

■保険料の計算例（医療分）�

区　　分� 13年度�14年度�

所得割�

被保険者均等割�

1人当たり平均保険料�

1世帯当たり平均保険料�

0.94％�

8,800円�

16,729円�

23,335円�

0.92％�

8,400円�

15,675円�

21,716円�

◆世帯の中の国保加入者で�
　40～64才の人…………………２人�
◆営業所得……………………150万円�
�①所得割     �
�　　（150万円－基礎控除33万円）�
�　　　　　　 ×0.92％＝10,764円�
�②被保険者均等割�
�　　　　2人×8,400円＝16,800円�
�　　　　合計（①＋②）＝27,564円�
　　　　　　　　　　　　＝27,500円�
　　　　　　B（100円未満切り捨て）�

◆世帯の中の国保加入者………２人�
◆営業所得……………………150万円�
◆固定資産税額（土地・家屋）45,000円�
�①所得割     �
�     （150万円－基礎控除33万円）�
�                   ×5.91％＝69,147円�
�②資産割�
�     45,000円×27.93％＝12,568円�
�③被保険者均等割�
�           2人×23,000円＝46,000円�
�④世帯別平等割     　   　20,500円�
�合計（①＋②＋③＋④）＝148,215円�
　　　　　　　　　　　＝148,200円�
　　　　　　Ａ（100円未満切り捨て）�

区　　分� 14年度� 13年度�

所得割�

資産割�

被保険者均等割�

世帯別平等割�

1人当たり平均保険料�

1世帯当たり平均保険料�

5.91％�

27.93％�

23,000円�

20,500円�

67,300円�

149,940円�

5.88％�

28.35％�

23,400円�

20,900円�

68,336円�

152,934円�

注1：１人当たり平均保険料は、第２号被�
　保険者数5,471人の平均です。�
注2：１世帯当たり平均保険料は、第２号�
　被保険者が１世帯当たり約1.4人として�
　計算しています。�

子
ど
も
映
写
会

映
画
「
人
と
し
て
生
き
る
」

コ
モ
通
り
「
お
か
め
市
」

ご協力ありがとうございました

募金総額 1,331,016円

４月1日から５月31日まで行われた｢緑の募金｣

には、皆様のご協力により、たくさんの募金をお

寄せいただきました。募金は、6にいがた緑の百

年物語緑化推進委員会を通じ、校庭や公園の緑化、

緑の百年物語各種植樹祭などに役立てられます。

「緑の募金」「緑の募金」

救
急
救
命
法
と
介
護
保
険

の
講
習
会

地
域
保
健
講
座

高
等
技
術
者
研
修

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば

の
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

７ 月 の 講 座 予 定

月日 講　　師テ　ー　マ

7/14
a

13：00～

県立新潟女子短期大学
講師

デビッド・Ｇ・クルソン

異文化とコミュニケーション
・外国人とのコミュニケーションがうま
くいかない原因と対策

新潟大学助教授

野　中　昌　法

安全で持続可能な　農業の姿とは
・人にやさしく自然に悪影響を与えな
い、持続可能な農業を考える

長岡大学教授

原　　陽 一 郎

新しい仕事おこし
・景気低迷の裏には新規開業率低下の現象がある。
身近な事例から仕事おこしのヒントを探る

7/14
a

15：00～

7/27
g

13：30～

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
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夏
本
番
、
市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し

ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
20
日
（
海
の

日
）
〜
８
月
12
日
b
‥
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
30
分
、
８
月
13
日
c
〜
31

日
g
‥
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

■
入
場
料
＝
幼
児
（
３
歳
以
上
）
50

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円
、
高
校

生
・
一
般
２
０
０
円
■
閉
場
日
＝
毎

週
火
曜
日
※
た
だ
し
８
月
13
日
は
開

場
■
問
合
せ
＝
市
民
プ
ー
ル
（
1
52

│
０
７
３
７
※
７
月
20
日
〜
）、
総

合
体
育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

■
対
象
＝
15
歳
以
上
の
健
康
な
人

（
中
学
生
は
除
く
）
■
参
加
費
＝
①

教
室
参
加
料
（
１
コ
ー
ス
10
回
分
）

１
、
５
０
０
円
②
施
設
使
用
料
（
１

回
券
）
２
０
０
円
※
１
か
月
以
上
の

屋
内
施
設
定
期
券
（
Ａ
券
ま
た
は
Ｂ

券
）
を
お
持
ち
の
人
は
①
の
み
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1

52
│
４
３
７
７
）

足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
運
動
で
、

中
高
年
の
人
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
８
日
〜
９
月

９
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
、
午
前
10

時
〜
11
時
15
分
■
定
員
＝
先
着
50
人

初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
を
対

象
と
し
た
基
本
的
な
教
室
で
す
。
■

日
時
＝
７
月
18
日
〜
９
月
26
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜

８
時
45
分
■
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

■
期
日
＝
７
月
20
日
（
海
の
日
）
■

会
場
＝
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
■

試
合
日
程
＝
午
前
11
時
30
分
〜
‥
５

位
決
定
戦
、
午
後
２
時
30
分
〜
‥
準

決
勝
■
十
日
町
会
場
出
場
チ
ー
ム
＝

ペ
ル
ー
代
表
Ｕ
│
18
、
ソ
ウ
ル
市
選

抜
Ｕ
│
18
、
国
見
高
等
学
校
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
ユ
ー
ス
■
入
場

料
＝
無
料
■
そ
の
他
＝
観
客
席
に
は

ベ
ン
チ
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
す

や
敷
物
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
■

問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４

３
７
７
）

■
日
時
＝
８
月
３
日
g
・
４
日
a
■

会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
信

濃
川
運
動
公
園
■
チ
ー
ム
編
成
＝
市

内
同
一
町
内
の
小
学
生
で
編
成
（
同

一
町
内
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は
隣

接
町
内
で
も
可
）
■
参
加
費
＝
一
チ

ー
ム
２
、
５
０
０
円
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
20
日
（
海
の
日
）
ま
で

に
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

■
期
間
＝
７
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
■

会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
■
チ

ー
ム
編
成
＝
市
内
同
一
町
内
で
編
成

（
同
一
町
内
で
編
成
で
き
な
い
場
合

は
隣
接
町
内
で
も
可
）
■
参
加
費
＝

一
チ
ー
ム
６
、
５
０
０
円
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
７
月
20
日
（
海
の
日
）

ま
で
に
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４
３

７
７
）

水
難
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

着
衣
水
泳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。■
日
時
＝
７
月
20
日（
海
の
日
）、

１
部
‥
午
前
10
時
〜
11
時
、
２
部
‥

午
後
３
時
〜
４
時
■
会
場
＝
十
日
町

体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
参
加
費
＝
無
料
■
持
ち
物
＝
水

着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
靴
下
、
濡

れ
た
衣
類
を
入
れ
る
袋
■
申
込
み
＝

当
日
受
付
で
申
込
み
、
水
着
の
上
に

服
を
着
て
靴
下
を
履
き
プ
ー
ル
サ
イ

ド
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
■
問
合
せ

＝
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３
３
４
３
）

老
若
男
女
に
関
係
な
く
楽
し
く
踊

り
ま
せ
ん
か
。
■
日
時
＝
７
月
24
日

d
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
市
民
体
育
館
■
参
加
費
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
島
田
和
之
（
1
52
│
２

１
３
９
）

■
補
助
対
象
＝
５
世
帯
以
上
の
町
内

会
や
除
雪
組
合
が
利
用
す
る
小
型
ロ

ー
タ
リ
ー
除
雪
機
の
購
入
費
用
■
補

助
金
額
＝
購
入
費
用
の
30
％
※
限
度

額
は
60
万
円
■
受
付
期
間
＝
10
月
31

日
e
ま
で
■
問
合
せ
＝
建
設
課
克
雪

利
雪
対
策
室
克
雪
係
（
内
線
２
７
３
）

長
岡
市
美
術
セ
ン
タ
ー
で
８
月
30

日
f
〜
９
月
１
日
a
ま
で
開
催
さ
れ

る
美
術
展
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
■
応
募
資
格
＝
県
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
先
を
有
す
る
勤
労
者
（
自

営
業
・
主
婦
・
退
職
者
な
ど
を
含
む
）

で
、
応
募
部
門
に
つ
い
て
の
作
品
の

制
作
及
び
教
え
る
こ
と
を
職
業
と
し

な
い
者
■
応
募
作
品
＝
各
部
門
と
も

１
人
３
点
以
内
、
未
発
表
作
品
に
限

る
■
部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
（
版
画

含
む
）、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写

真
※
各
部
門
と
も
規
格
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

■
応
募
手
数
料
＝
１
点
に
つ
き
１
、

０
０
０
円
■
受
付
期
間
＝
８
月
19
日

b
〜
20
日
c
■
資
料
請
求
・
受
付
場

所
・
問
合
せ
＝
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
1
57
│
８
９
１
８
）

■十日町地域福祉基金へ＝湯川

幸雄（関根２・100,000円）

㈱上島（太田島２・32,150

円）瀧沢芳子（本町１上・

100,000円）

■社会福祉事業へ＝水沢地区芸

能協会（12 ,845円）匿名

（100,000円）

■情報館へ＝宮沢隆芳（田川町

１）樋口愛子（中里村）関谷

千里（中里村）

■博物館へ＝富田政治（尾崎）

田村守一（下条栄町）

■公民館事業へ＝菊扇流分家

菊扇寿昌 寿雪の会会主 鈴木

和子（昭和町４・80,000円）

寄付ありがとう
６月25日届出分まで（敬称略）

第
52
回
県
勤
労
者
美
術
展

中
越
地
区
展
作
品
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

納
涼
盆
踊
り
お
楽
し
み
会

着
衣
水
泳

ゆずります……

品　　　名番号

１

規　格 希望価格

ユ ニ ッ ト バ ス １坪用 相談で

２

３

運 搬 機 ディーゼル 相談で

４

ラ ジ カ セ 相談で

５

チャイルドシート ２～３歳用 相談で

６

軽自動車三菱ミニカ
４駆白色スノータイヤ４本付

走行距離　6万㎞位
車検　Ｈ15年1月 無　料

７

トラクター (三菱 ) 0-2050-1400 相談で

８

田植機（クボタ春風） ４条植 相談で

９

折りたたみパイプベット ２　台 無　料

10

テ レ ビ ( 2 1 型 ) 10年くらい前の物 1,000円

11

ベ ッ ト ( 木 製 ) シングル 無　料

12

編み機（ブラザー）ニットリーダー付 相談で

13

カ ラ ー テ レ ビ 14インチ 相談で

14

コーヒーメーカー ナショナル
カリオカ（新品） 相談で

15

1 2 5㏄　バ　イ　ク ヤマハFZR
（新品） 10万円

16

和室用蛍光灯カバー付き 20ｗ３本が１灯
20ｗ４本が１灯 無　料

17

敷 布 団 （ 綿 ） ５枚 無　料

子 ど も 用 自 転 車 男の子小学
1～2年生用 無　料

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始　７月16日c午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

1 ノルデックスキー（初心者用） 長さ170～175㎝靴24㎝ 相談で

2 ビニールロッカー ２個 相談で

3 車 い す 相談で

4 バ イ ク スクーター
でも良い 相談で

5 耕耘機のトレーラー
（リヤカー）

10,000円

6 耕 耘 機 相談で

7 木製の長火鉢（台子） 相談で

8 ベ ビ ー ベ ッ ト 無　料

9 車 い す 中古でも良い 相談で

10 ベ ビ ー カ ー Ａ　型 相談で

11 ホットサンドメーカー ワッフルも作れ
ればなお良い 相談で

12 パソコン（中古で良い） 相談で

13 婦 人 用 自 転 車 相談で

14 50㏄　バ　イ　ク 相談で

15 自転車（子ども用） 14インチ
補助付 無　料

16 釜・風炉・敷板（茶道具） 相談で

17 カラーボックス・多目的棚 巾45㎝ 無　料

18 女性用　和服・帯 古着でも良い 無　料

19 50㏄　バ　イ　ク 相談で

企
業
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
豊
富
な
経

験
で
培
わ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

創
業
者
や
中
小
企
業
者
の
経
営
に
い

か
し
ま
せ
か
。
■
応
募
条
件
＝
①

「
食
」「
木
」に
関
す
る
業
種
の
製
造
・

技
術
・
販
売
・
企
画
な
ど
に
従
事
し

た
企
業
Ｏ
Ｂ
者
で
、
県
内
在
住
の
概

ね
55
歳
以
上
の
人
②
企
業
な
ど
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
自
ら
の
経
験
に
基

づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
な
人
③

県
内
企
業
な
ど
の
相
談
者
へ
の
訪
問

が
可
能
な
人
■
そ
の
他
＝
ア
ド
バ
イ

ス
の
際
は
公
社
職
員
が
同
行
し
ま

す
。
謝
金
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
7
新
潟

県
中
小
企
業
振
興
公
社
起
業
支
援
課

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
０
０
２
５
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
す

る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
■

目
的
＝
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者

数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か

に
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
統
計
を
作

る
た
め
の
み
に
使
用
し
ま
す
■
調
査

対
象
地
域
＝
新
座
第
３
、
新
座
第
４

の
１
・
２
、
中
条
中
町
・
下
町
■
お

願
い
＝
７
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
■
問
合
せ
＝
県
統
計
課
（
1
０

２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
内
線
２

４
３
６
）

児
童
館
へ
の
電
話
は
、
当
分
の
間
、

青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
57
│
４
３
９
５
）

に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童

館
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
健
康
福
祉

課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
２
）
へ

お
願
い
し
ま
す
。

７
月
20
日
（
海
の
日
）
は
、
情
報

館
を
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
で
す
。
な

お
、
休
日
に
情
報
館
で
行
っ
て
い
る

印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
の

発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
＝

情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

市
役
所
庁
内
で
は
、
夏
の
間
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
冷
房
効
果
を
高
め
、
エ
コ
ア

ッ
プ
を
推
進
す
る
の
た
め
の
も
の
で

す
。
ご
来
庁
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
携
帯
電
話

Ｑ
２
サ
イ
ト
の
請
求
書
が
郵
送
で
届

く
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
、
多
数
発
生

し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
と
き

は
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

①
業
者
に
は
電
話
し
な
い
（
相
手
に

番
号
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
）
②
利
用
し
て
い
な
い
と
き
は
、

無
視
す
る
③
業
者
の
動
き
に
備
え
、

届
い
た
書
類
は
保
管
し
て
お
く
④
強

引
な
請
求
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
警
察
署
に
相
談
す
る
■
問
合
せ
＝

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５

│
２
８
５
│
４
１
９
６
）

■
日
時
＝
７
月
14
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝
小
出
養
護

学
校
■
問
合
せ
＝
小
出
養
護
学
校

（
1
０
２
５
７
９
│
２
│
５
４
１
２
）

【
訂
正
と
お
わ
び
】

市
報
６
月
25
日
号
16
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
「
市
民
水
泳
競
技
大
会
」

表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
競
泳
の

部
の
小
学
５
・
６
年
生
は
同
一
ク
ラ

ス
で
は
な
く
、
別
々
の
ク
ラ
ス
に
な

り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
を

奨
励
し
て
い
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

海
の
日
に
情
報
館
を

開
館
し
ま
す

携
帯
電
話
料
の
不
正
な
請

求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

十
日
町
市
児
童
館

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
開
設

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

第
２
期
参
加
者
募
集

第
35
回
少
年
野
球
大
会

県
立
小
出
養
護
学
校
見
学
会

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

町
内
対
抗
ナ
イ
タ
ー
野
球

第
６
回

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟
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◆
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
年
も
始
ま
り

ま
す
。
紙
面
を
つ
く
り
な
が
ら
、
作
家
が

黙
々
と
石
と
対
峙
す
る
姿
が
目
に
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
自
分
の
頭
に
は
石
彫
＝
夏

の
風
物
詩
と
い
う
構
図
が
す
っ
か
り
で
き

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
私
は
芸
術
で
地
域
を

興
す
と
い
う
高
邁
な
こ
と
は
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
。た
だ
し
、こ
れ
ま
で
の
石
彫
が
こ

の
町
に
し
っ
く
り
と
馴
染
ん
で
い
る
の
は

ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
と
思
う
の
で
す
。

ど
う
や
ら
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
作
品
そ

の
も
の
の
味
わ
い
の
ほ
か
に
も
、
街
と
調

和
す
る
た
め
の
特
別
な
仕
掛
け
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
二

重
の
味
わ
い
を
み
つ
け
ま
し
た
。

（
小
）

◆「
チ
ケ
ッ
ト
問
題
」に
揺
れ
た
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
と
も
に
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
果
た
し
た
日
本
・

韓
国
は
強
豪
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
「
入
場

券
」
を
手
に
入
れ
た
だ
け
な
の
だ
そ
う
で

す
。
で
は
十
日
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
国

宝
や
き
も
の
、
雪
ま
つ
り
や
大
地
の
芸
術

祭
…
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
「
入
場
券
」

を
持
っ
て
い
る
地
域
は
、
ほ
か
に
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
キ
ャ
ン
プ

誘
致
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
「
入
場

券
」
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
す
が
。（
玉
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,530人

男　21,305人

女　22,225人

■世帯数　13,177世帯

(△7）

(△4）

(△3）

(＋5）

市民の動き
６月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

越
後
縮
と
は
、
近
世
越
後
を
代
表
す
る
産
物
と
し
て
知
ら
れ
た
麻
織
物
で
す
。
主
産
地
は
魚
沼
郡
、

な
か
で
も
妻
有
・
十
日
町
地
方
で
し
た
。
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
品
々
は
、
麻
織
物

（
縮
）
生
産
の
工
程
で
使
用
さ
れ
た
用
具
類
と
製
品
に
加
え
、
周
辺
の
生
活
習
俗
資
料
や
縮
商
い
用
具

を
含
め
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
縮
織
り
の
紡
織
工
程
が
一
貫
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
原
料
調
製
用
具
を
含
め
、
苧お

績う

み
・
撚よ

り

掛
け
・
整
糸
・
機
織
り
な
ど
の
用
具
が
工
程
順
に
多
数
収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
縮
生
産
を
担
っ
た
女
性
た
ち
に
も
視
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
家
事
・
育
児
用
具
や
灯と

う

火か

・
暖

房
用
具
な
ど
が
仕
事
場
用
具
と
し
て
整
理
さ
れ
、
彼
女
た
ち
の
心
情
を
う
か
が
う
た
め
の
奉ほ

う

納の
う

幡ば
た

に
象

徴
さ
れ
る
信
仰
儀
礼
用
具
も
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
縮
の
取
り
引
き
を
裏
づ
け
る
帳
簿
類
や

「
越こ

し

能の

山や
ま

都つ

登と

」「
北ほ

く

越え
つ

雪せ
っ

譜ぷ

」
な
ど
の
縮
に
関
す
る
文
献
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
越
後
縮
に
関
す
る
資

料
を
体
系
的
に
整
理
し
た
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
課
）

編
集
後
記

重要有形民俗文化財・越後縮の紡織用具及び関連資料（2,098点）
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